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国　税／�8月分源泉所得税の納付� 9月10日
国　税／�7月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 9月30日
国　税／�1月決算法人の中間申告� 9月30日
国　税／�10月、1月、4月決算法人の消費税等の中間申告

（年3回の場合）� 9月30日

9 2013（平成25年）

消費税転嫁円滑化法の施行　平成26年４月と27年10月からの消費税率引上げの際に、
納入業者が大規模小売店等から消費税の転嫁を拒否されないよう措置した法律。一定の
場合には事業者団体が消費税の転嫁カルテルを結べることや、総額表示義務の除外、禁
止されるセール表示などが規定され、一部を除き本年10月1日から施行されます。
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平
成
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た
会
社

法
に
よ
り
、
新
た
に
会
計
参
与
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
制
度
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
「
会
計
参
与
」
は
、
取
締
役
や
執
行

役
と
共
同
し
て
計
算
書
類
の
作
成
・

説
明
・
開
示
等
を
行
う
会
社
内
部
の

機
関
で
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士
等

の
会
計
専
門
家
か
ら
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
会
計
参
与
の
設
置
は
会
社
の

任
意
で
あ
り
、
強
制
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
小
企
業
の
会
計
監
査
は
主
に
監

査
役
の
職
務
で
す
が
、
監
査
役
に
は

資
格
要
件
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
名

目
的
な
監
査
役
が
設
置
さ
れ
て
い
る

会
社
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
認

会
計
士
・
監
査
法
人
の
会
計
監
査
人

に
よ
る
監
査
は
、
信
頼
性
は
高
い
も

の
の
コ
ス
ト
の
問
題
が
あ
り
、
中
小

企
業
に
と
っ
て
決
算
書
（
計
算
書
類
）

の
信
頼
性
の
確
保
が
課
題
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、会
社
法
で
は
、

主
に
会
計
監
査
人
が
設
置
さ
れ
な
い

中
小
企
業
で
決
算
書
（
計
算
書
類
）

の
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
会

計
参
与
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
が
貸
借
対
照
表
や
損
益

計
算
書
等
の
決
算
書
の
信
頼
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
で
、
①
自
社
の
経
営

状
態
が
見
極
め
ら
れ
る
た
め
適
切
な

経
営
判
断
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

る
、
②
金
融
機
関
の
信
頼
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
円
滑
な
資
金
調
達

が
可
能
と
な
る
、
③
取
引
先
の
信
頼

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
新
た
な

取
引
先
の
開
拓
が
可
能
と
な
る
、
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

１　

会
計
参
与
制
度
創
設
の

背
景
と
制
度
の
概
要

⑴
　
会
計
参
与
制
度
創
設
の
背
景

　

中
小
企
業
が
成
長
・
拡
大
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
金
融
機
関
や

取
引
先
な
ど
外
部
の
利
害
関
係
者
の

存
在
が
大
き
く
な
り
、
よ
り
信
頼
性

の
高
い
情
報
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
見
逃
さ
れ

て
き
た
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
の
重
要

性
が
高
ま
る
な
か
、
法
令
を
遵
守
し

た
経
営
が
求
め
ら
れ
、
中
小
企
業
の

会
計
に
対
す
る
信
頼
性
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
に
対
す
る
金

融
機
関
の
融
資
姿
勢
は
大
企
業
に
対

す
る
も
の
と
比
較
し
て
、
あ
ま
り
積

極
的
で
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
監
査
義
務
が

な
い
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
財
政
状

態
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
少
な
い
こ

と
、
仮
に
情
報
が
存
在
し
た
と
し
て

も
第
三
者
か
ら
み
た
判
断
材
料
と
し

て
信
頼
に
足
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
中
小
企
業
の
計
算
書
類

の
適
正
性
・
信
頼
性
の
向
上
を
図
り
、

金
融
機
関
が
融
資
し
や
す
い
よ
う
に

し
て
、
中
小
企
業
の
資
金
調
達
の
円

滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
会
計
参
与
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

⑵
　
会
計
参
与
制
度
の
概
要

　
「
会
計
参
与
」
と
は
、
公
認
会
計
士

ま
た
は
税
理
士
等
の
会
計
専
門
家
が

企
業
の
取
締
役
や
執
行
役
な
ど
と
共

同
で
自
社
の
計
算
書
類
を
作
成
す
る

社
外
取
締
役
の
よ
う
な
存
在
の
会
社

内
部
の
機
関
で
す
。

　

大
企
業
の
場
合
に
は
、
従
来
か
ら

会
計
監
査
人
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
に
は
会

計
監
査
人
の
設
置
義
務
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
中
小
企
業
で
は
計

算
書
類
の
適
正
性
を
担
保
す
る
こ
と

が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

会
計
参
与
制
度
は
、
こ
う
し
た
状
況

を
解
消
す
る
た
め
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
企
業
に
よ
っ
て
は
、
株

主
が
少
数
で
強
い
信
頼
関
係
で
結
ば

会 
計 

参 

与 

制 

度

会 
計 

参 

与 

制 

度 

〜
中
小
企
業
の
会
計
の
健
全
化
・
信
頼
性
の
向
上
〜
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れ
る
な
ど
、
必
ず
し
も
会
計
専
門
家

が
計
算
書
類
の
作
成
に
携
わ
る
必
要

の
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

会
計
参
与
の
設
置
は
強
制
的
な
義
務

付
け
で
は
な
く
、
任
意
設
置
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
会
計
参
与
制
度
と
は
、

中
小
企
業
の
計
算
書
類
の
適
正
性
を

保
証
し
、
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

中
小
企
業
経
営
者
は
、
経
営
の
業
績

が
そ
の
ま
ま
計
算
書
類
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
、
経
営

の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
、
会
計

参
与
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
検
討

す
べ
き
で
し
ょ
う
。

２　

会
計
参
与
の
職
務

　
「
会
計
参
与
」
は
、
計
算
書
類
の
作

成
や
保
存
と
い
っ
た
以
下
の
職
務
を

担
っ
て
い
ま
す
。

⑴　

会
計
参
与
は
、
取
締
役
・
執
行

役
と
共
同
し
て
、
計
算
書
類
を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
会

社
法
３
７
４
条
１
項
・
６
項
）。

　
「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
指
針
」

等
に
準
拠
し
た
計
算
書
類
を
会
計
の

専
門
家
で
あ
る
会
計
参
与
が
作
成
し

ま
す
の
で
、
対
外
的
な
信
用
力
が
高

ま
り
ま
す
。

⑵　

会
計
参
与
は
、
株
主
総
会
で
、

計
算
書
類
に
関
し
て
株
主
が
求
め

た
事
項
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
（
会
社
法
３
１
４
条
）。

⑶　

会
計
参
与
は
、
企
業
が
保
存
す

る
の
と
は
別
に
、
計
算
書
類
を
五

年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
（
会
社
法
３
７
８ 

条
１
項
）。

　

計
算
書
類
等
を
会
計
参
与
の
事
務

所
に
五
年
間
備
え
置
き
、
取
引
先
や

金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
閲
覧
請
求
に

応
じ
る
こ
と
（
情
報
開
示
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
取
締

役
等
に
よ
る
計
算
書
類
等
の
虚
偽
記

載
や
改
ざ
ん
を
抑
止
し
、
記
載
の
正

確
さ
に
対
す
る
信
頼
性
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

３　

導
入
の
実
態

　

中
小
企
業
庁
が
行
っ
た
「
中
小
企

業
の
会
計
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
平

成
22
年
度
）
に
よ
る
と
、
会
計
参
与

制
度
の
導
入
状
況
に
つ
い
て
「
す
で

に
導
入
し
て
い
る
」
と
「
今
後
導
入

す
る
予
定
で
あ
る
」
の
合
計
は
六・
九

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
反
対
に

「
制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
検
討

し
て
い
な
い
」
が
三
二
・
四
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
導
入
は
考
え
て

い
な
い
」（
二
八
・
二
％
）
が
続
き
ま

す
。

　

一
方
、
す
で
に
会
計
参
与
を
設
置

し
て
い
る
（
予
定
を
含
む
）
企
業
の

設
置
理
由
と
し
て
、「
金
融
機
関
等

に
対
す
る
全
般
的
な
信
用
力
を
高
め

た
い
」「
顧
問
公
認
会
計
士
・
税
理

士
か
ら
の
要
望
」「
取
引
先
企
業
の

信
頼
を
得
た
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
中
小

企
業
が
会
計
参
与
制
度
を
利
用
す
る

主
な
理
由
は
、
資
金
調
達
の
円
滑
化

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
金
融
機
関
が
中

小
企
業
へ
の
融
資
に
際
し
て
信
頼
性

の
あ
る
計
算
書
類
を
求
め
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

計
算
書
類
が
適
法
で
適
正
で
あ
る
と

の
お
墨
付
き
を
与
え
る
会
計
参
与
の

力
が
今
以
上
に
必
要
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
公
認
会
計
士
や

税
理
士
は
あ
く
ま
で
も
社
外
の
専
門

家
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
が
、
会
計

参
与
は
株
主
総
会
で
選
任
さ
れ
、
役

員
と
し
て
正
式
に
登
記
さ
れ
ま
す
の

で
、
社
内
の
財
務
責
任
者
と
し
て
経

営
に
参
画
し
、
経
営
参
謀
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

〈中小企業の会計に関する実態調査〉　（中小企業庁）
「会計参与制度」の導入状況

既に導入している　6.1％ 　金融機関等に対する全般的な
　信用力を高めたい
　顧問公認会計士・税理士から
　の要望
　取引先企業の信頼を得たい　

　先進的な取り組みをアピール
　したい
　金融機関の会計参与設置会社
　向け融資を利用したい

その他

今後導入する予定
である　0.8％

周囲の状況を
見て考える
9.5％

導入は
考えて
いない
28.2％

　制度を
　知らなかった
　ので検討して
　いない　32.4％

　有限会社なので、
　制度に関係がない
　23.2％

会計参与を設置した理由〈設置予定の理由〉

0% 20% 40% 60% 80%

63.0%

25.9%

20.4%

9.3%

9.3%

7.4%
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　「午後８時までに夕食を」「眠る３時間前
までには夕食を」といった言葉をよく耳に
しますが、この忙しい現代社会ではなかな
か難しいことです。いつ何をどれだけ食べ
ても太らない、そんな魔法の体はまずあり
ませんので、夜遅く食べると太る理由を知
って、夜遅く食べても太りにくいテクニッ
クを身につけましょう。
　タンパク質であるBMAL1（ビーマルワン）
は午後10時頃から急激に脂肪を溜めやす
くなり、深夜２時〜４時が脂肪蓄積のピー
クになるため、深夜の食事は太ると言われ
ています。また、多くの人が１時位までに
昼食を食べますので、夕食が遅くなって昼
食から夕食までの時間が長くなると、空腹
感がつのり、ついつい早食いや食べ過ぎに
なり、太りやすくなってしまいます。さら
に、食べてすぐ寝ると、食べたものがエネ

ルギーとして使われないまま脂肪として蓄
積されていくため、太る原因となってしま
います。
　夜遅く食べても太りにくい食べ方のコツ
としては、①BMAL1による脂肪蓄積が少
ない午後３時くらいにおやつを食べる、夕
食が遅くなるときは間食にうどんやおにぎ
りなどの主食だけを食べる等の効果的な間
食、②主食は雑炊にして早食いを防ぎ満腹
感を得やすくする、味噌汁や野菜スープな
どの温かい汁物をプラスすることで体を温
め代謝アップや満足感につなげる等の夕食
メニューの工夫、③食べる順番を決める（ま
ず初めに野菜を食べると野菜に含まれる食
物繊維が満腹感を与え食べ過ぎ防止につな
がります。また血糖値をゆるやかに上げ、
脂肪の吸収を抑えてくれる効果もあります）、
④朝昼晩の食事バランスを変える（夜を控
えめにするため昼は好きなものを食べると
決めてストレスフリーを心がける）、など
が考えられます。

　イグノーベル賞は、「人々を笑わせ、そ
して考えさせてくれる研究」に対して与え
られる賞で1991年に創設されました。化
学賞、医学賞、音響学賞、心理学賞、平和
賞などの分野があります。
　2012年の音響学賞は、栗原一貴さんと
塚田浩二さんが開発した発話阻害の応用シ
ステム『スピーチジャマー』でした。これは、
話している人の声をマイクで収集し、0.2
秒後に指向性スピーカーで声を本人に送り
返すと微妙に遅れて聞こえてくる自分の声
のせいで脳が混乱を引き起こすため、その
人はうまく話すことができなくなってしま
うというものです。心理学賞は「体を左に
傾かせるとエッフェル塔が小さく見えると
いう研究」、平和賞は「古い弾薬をダイヤ
モンドに変える技術」でした。
　どれもユーモラスで科学の面白さを再認
識させてくれるものですね。

　『
昨
日
と
同
じ
こ
と
を
今
日
は
繰

り
返
す
ま
い
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
い
い
。
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と

で
も
い
い
。』

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
創
業
者
で
あ
る
松

下
幸
之
助
氏
は
、
こ
の
こ
と
を
い
つ

も
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
言
い
聞
か

せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を

実
践
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
毎
日
少
し
で
も
い
い
か
ら
、
昨
日

よ
り
良
く
な
る
こ
と
を
意
識
し
続
け

ま
し
ょ
う
。
一
気
に
大
き
く
進
歩
し

な
く
て
も
、
確
実
に
小
さ
な
こ
と
で

も
進
歩
し
て
い
れ
ば
そ
の
積
み
重
ね

で
成
長
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
昨
日
の
反
省
か
ら
今
日
意
識
す
る

こ
と
を
決
め
、
小
さ
な
改
善
を
繰
り

返
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夜遅く食べても
　太りにくい食べ方のコツ

〜イグノーベル賞を
　　　　　ご存知ですか？〜〜

小
さ
な
一
歩
の
積
み
重
ね
〜


